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昨今、国内において漢方製剤・生薬の需要が拡大する中、生薬の原料

は約８割を中国からの輸入に依存しています。一方、中国国内での生薬

の需要量の増加により、今後の安定的な原料調達に懸念が生じていま

す。 

今後、安定的な原料調達先の複線化の必要性が高まっていることか

ら、その対策の一つとして国内産原料の生産拡大が求められています。 

 

この要請に応えるために、薬用作物産地支援協議会（東京都文京区）

は、2016年より農林水産省の補助事業「茶・薬用作物等地域特産作物

体制強化促進事業」を活用し、産地化希望者と実需者とのマッチングを

推進する機会として説明会や相談会等を開催しております。 

 

今回の地域説明会は、長野県において 9月 9日(火)～10日(水)の 2

日間にわたる開催です。1日目は実際に薬用作物を生産している現地

（安曇野市）での研修会、2日目は専門家による講義と講師を交えた参

加者間の情報交換会を実施し、薬用作物に関する様々な情報を提供する

予定です。 

報道関係の方々におかれましては、別紙開催内容をご参照の上、何卒

この機会にご参加賜りますようお願い申し上げます。 

 

薬用作物産地支援協議会 

 
令和 7 年度 薬用作物の産地化に向けた 
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令和 7 年度  薬用作物の産地化に向けた地域説明会 

長野県開催のご案内 

 

◎当日のプログラム 

日 時 会 場 主な内容 

9月 9日(火) 

(13:15～受付開始) 

13:30～講演 

 

14:15～15:30 

 
終了後、バス移動 
松本駅解散(16:00 予定） 

安曇野市三郷公民館 

４階 講義室 

 

 

安曇野みらい農園 

 

・薬用作物の栽培技術等について 

（安曇野みらい農園） 

 

・圃場見学 

9月 10日(水) 

(10:00～受付開始) 

午前の部 

10:30～12:25 
 

（お昼休憩 80分） 

松本市立博物館 1F 講堂 
・国内の薬用作物栽培、県内の薬用栽培

の概略と求められている薬用作物の例 

・長野県における薬用栽培の取組説明 

・日本国内産生薬の歴史 

等 

午後の部 

13:45～15:30 

 ・情報交換会（品目等でグループ分け） 

・全体質問 

 
※9/9（火）（1日目）の集合場所 移動について 

 

●集合バスを利用の場合 

・場所（松本駅アルプス口） 

・集合時間（13:00） 

・貸切バス「山谷観光バス」（45人乗りの大型バス） 

 

●自車にて移動の場合 

・場所（安曇野市三郷公民館４階 講義室） 

・受付開始（13:15～） 

 

 

 

薬用作物産地支援協議会 
（日本漢方生薬製剤協会 事務局内） 
Tel：03-6264-8087  Fax：03-6284-2534 
E-mail：soudan@yakusankyo-n.org 



 

令和 7 年度 薬用作物の産地化に向けた地域説明会 

報道関係者のご参加お申し込み 

 

下記をご記入のうえ、FAX かメール添付にてお送りください。 

 

＊ 今回は現地参加のみの開催となります。 

＊ お申込みは、開催前日の 16時までにお願いいたします。 

 

 

貴 社 名  

ご 芳 名  

ご連絡先  

メールアドレス  

 

 

お申し込み先 薬用作物産地支援協議会事務局 

FAX 03-6284-2534 

メール soudan@yakusankyo-n.org 

 

 


